










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































310 専修ロージャーナル　第５号 2010. 1
ンタビュー（現職判事のとき）に，「泉徳治・
最高裁判事に聞く～最高裁の役割・裁判員制
度～」ICLU Newsletter 通巻号368号（2009
年２月号，自由人権協会）がある。また最近
の最高裁論について，滝井繁男元判事の『最
高裁は変わったか　裁判官の自己検証』（岩波
書店，2009.7）があり，泉元判事と同様にこ
の10年間の民事判例と刑事判例の新しい動き
の評価と感想が述べられているので，一読を
薦めたいと思う。
〔注記〕本研究ノートは，平成17＝2004年前期か
ら平成21＝2009年前期まで（ただし，平成
20＝2008年前期は法学部「中期研究員」に採
用されたため，その間の講義は石村修教授が
担当された）私が担当した「憲法総合演習
〔憲法訴訟論〕」の期末試験問題とその論点解
説を編集したものである。私は本研究ノート
で，2005年度・2006年度・2007年度・2009年
度の４カ年度の問題・論点解説（注）を主テ
ーマとして編集し，憲法判例を丁寧に（多数
意見・補足意見・反対意見を含めて）読む
「研究と実務の架け橋」を目標とした私の法科
大学院・憲法訴訟教育の展開の記録としたい
と考えたのが本研究ノート寄稿の趣旨である。
本研究ノートへの法科大学院生（OB・OG）
諸氏の批評を期待する。
（注）平成16＝2004年度の設問・論点解説は論
点項目の摘示（採点評価の項目と基準）を公
表するにとどまったので，本稿への収録は省
略した。
「憲法訴訟論」の基本問題　　311
